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Christmas Eve 2021

２０21年広島流川教会クリスマス・イヴ礼拝

２０21年１２月２４日午後７時～

日本基督教団広島流川教会礼拝堂

前 奏 《船が来て、荷を積んでいます》 によるメディテーション (即興)

（預言）イザヤ書 ９：１～５

闇の中を歩む民は、大いなる光を見
やみ なか あゆ たみ おお ひかり み

死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。
し かげ ち す もの うえ ひかり かがや

あなたは深い喜びと 大きな楽しみをお与えになり
ふか よろこ おお たの あた

人々は御前に喜び祝った。
ひとびと み まえ よろこ いわ

刈り入れの時を祝うように 戦利品を分け合って楽しむように。
か い とき いわ せん り ひん わ あ たの

彼らの負う軛、肩を打つ杖、虐げる者の鞭を
かれ お くびき かた う つえ しいた もの むち

あなたはミディアンの日のように
ひ

折ってくださった。
お

地を踏み鳴らした兵士の靴 血にまみれた軍服はことごとく
ち ふ な へい し くつ ち ぐんぷく

火に投げ込まれ、焼き尽くされた。
ひ な こ や つ

司 式 喜多村 文子

メッセージ 向井希夫牧師

メゾ・ソプラノ 佐々木 有紀

オルガン 佐々木 悠



- 2 -

ひとりのみどりごがわたしたちのために生まれた。
う

ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。
おとこ こ あた

権威が彼の肩にある。
けん い かれ かた

その名は、「驚くべき指導者、力ある神
な おどろ し どうしや ちから かみ

永遠の父、平和の君」と唱えられる。
えいえん ちち へい わ きみ とな

ダビデの王座とその王 国に権威は増し
おうざ おうこく けんい ま

平和は絶えることがない。
へいわ た

王 国は正義と恵みの業によって
おうこく せいぎ めぐ ごう

今もそしてとこしえに、立てられ支えられる。
いま た ささ

万 軍の主の熱意がこれを成し遂げる。
ばんぐん しゆ ねつい な と

点 火 《クリスマス協奏曲》 より 〈グラーヴェ, アレグロ〉 (A. コレッリ, 1653-1713)

（マニフィカト）ルカによる福音書 １：４７～５５

「わたしの 魂 は主をあがめ、
たましい しゆ

わたしの霊は救い主である神を 喜 びたたえます。
れい すく ぬし かみ よろこ

身分の低い、この主のはしためにも
みぶん ひく しゆ

目を留めてくださったからです。
め と

今から後、いつの世の人も
いま あと よ ひと

わたしを 幸 いな者と言うでしょう、
さいわ もの い

力 ある方が、
ちから かた

わたしに偉大なことをなさいましたから。
いだい

その御名は 尊 く、
み な とうと

その憐れみは代々に限りなく、
あわ よ よ かぎ

主を畏れる者に及びます。
しゆ おそ もの およ

主はその腕で 力 を振るい、
しゆ うで ちから ふ

思い上がる者を打ち散らし、
おも あ もの う ち

権 力 ある者をその座から引き降ろし、
けんりよく もの ざ ひ お

身分の低い者を高く上げ、
みぶん ひく もの たか あ

飢えた人を良い物で満たし、
う ひと よ もの み

富める者を空 腹のまま追い返されます。
と もの くうふく お かえ

その 僕 イスラエルを受け入れて、
しもべ う い

憐れみをお忘れになりません、
あわ わす

わたしたちの先祖におっしゃったとおり、
せんぞ

アブラハムとその子孫に対してとこしえに。」
しそん たい

《クリスマス協奏曲》 より 〈アダージョ, ヴィヴァーチェ, アレグロ〉 (A. コレッリ, 1653-1713)



- 3 -

（降誕）ルカによる福音書 ２：１～７

そのころ、皇帝アウグストゥスから全 領 土の 住 民に、登録をせよとの 勅 令が出た。これは、
こうてい ぜんりよう ど じゆうみん とうろく ちよくれい で

キリニウスがシリア 州 の総督であったときに 行 われた最初の 住 民登録である。人々は皆、
しゆう そうとく おこな さいしよ じゆうみんとうろく ひとびと みな

登録するためにおのおの自分の町へ旅立った。ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったの
とうろく じ ぶん まち たび だ いえ ぞく ち すじ

で、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。身ごもってい
まち まち のぼ い み

た、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、
いつしよ とうろく かれ

マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊ま
つき み はじ こ う ぬの か ば おけ ね やど や かれ と

る場所がなかったからである。
ば しよ

《クリスマス協奏曲》 より 〈パストラーレ〉 (A. コレッリ, 1653-1713)

ルカによる福音書 ２：８～２１

その地方で 羊 飼いたちが野 宿 をしながら、夜通し 羊 の群れの番をしていた。すると、主の天使
ちほう ひつじ か のじゆく よ どお ひつじ む ばん しゆ てん し

が近づき、主の栄光が周りを照らしたので、彼らは非 常 に恐れた。天使は言った。「恐れるな。
ちか しゆ えいこう まわ て かれ ひ じよう おそ てん し い おそ

わたしは、民全体に与えられる大きな 喜 びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのために救
たみぜんたい あた おお よろこ つ きよう まち すく

い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中
ぬし う かた しゆ ぬの か ばおけ なか

に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしである。」すると、突然、こ
ね ち の ご み とつぜん

の天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。
てんし てん たいぐん くわ かみ さん び い

「いと高きところには栄光、神にあれ、
たか えいこう かみ

地には平和、御 心 に適う人にあれ。」
ち へい わ み こころ かな ひと

天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださ
てん し はな てん さ ひつじ か い しゆ し

ったその出来事を見ようではないか」と話し合った。そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶
で き ごと み はな あ いそ い か ば おけ

に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。その光景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話
ね ち の ご さが あ こうけい み ひつじ か おさな ご てん し はな

してくれたことを人々に知らせた。聞いた者は皆、羊飼いたちの話を不思議に思った。しかし、マリ
ひとびと し き もの みな ひつじ か はなし ふ し ぎ おも

アはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。羊飼いたちは、見聞きしたことがすべ
で き ごと こころ おさ おも めぐ ひつじ か み き

て天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰って行った。
てん し はな かみ さん び かえ い

八日たって割 礼の日を迎えたとき、 幼 子はイエスと名付けられた。これは、胎 内に宿る前に
ようか かつれい ひ むか おさなご な づ たいない やど まえ

天使から示された名である。
てんし しめ な

《まきびとひつじを》 による即興
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讃美歌２１ ２５８「まきびとひつじを」 １．２．５

メッセージ

《慈しみが注がれますように》 (J. ラター, 1945-)

聖書 マタイ ２：１～１２

イエスは、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれになった。そのとき、占星術の学者たち
おう じ だい う せんせいじゆつ がくしや

が東の方からエルサレムに来て、言った。「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられ
ひがし ほう き い じん おう う かた

ますか。わたしたちは東方でその方の星を見たので、拝みに来たのです。」これを聞いて、ヘロデ王は不安
とうほう かた ほし み おが き き おう ふ あん

を抱いた。エルサレムの人々も皆、同様であった。王は民の祭司長たちや律法学者たちを皆集めて、
いだ ひとびと みな どうよう おう たみ さい し ちよう りつぽうがくしや みなあつ

メシアはどこに生まれることになっているのかと問いただした。彼らは言った。「ユダヤのベツレヘム
う と かれ い

です。預言者がこう書いています。
よ げんしや か

『ユダの地、ベツレヘムよ、
ち

お前はユダの指導者たちの中で
まえ し どうしや なか

決していちばん小さいものではない。
けつ ちい

お前から指導者が現れ、
まえ し どうしや あらわ

わたしの民イスラエルの牧者となるからである。』」
たみ ぼくしや

そこで、ヘロデは占星術の学者たちをひそかに呼び寄せ、星の現れた
せんせいじゆつ がくしや よ よ ほし あらわ

時期を確かめた。そして、「行って、その子のことを詳しく調べ、見つかったら知らせてくれ。わたし
じ き たし い こ くわ しら み し

も行って拝もう」と言ってベツレヘムへ送り出した。彼らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た星
い おが い おく だ かれ おう こと ば き で とうほう み ほし
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が先立って進み、ついに幼子のいる場所の上に止まった。学者たちはその星を見て喜びにあふれた。
さき だ すす おさな ご ば しよ うえ と がくしや ほし み よろこ

家に入ってみると、幼子は母マリアと共におられた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開け
いえ はい おさな ご はは とも かれ ふ おさな ご おが たから はこ あ

て、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。ところが、「ヘロデのところへ帰るな」と夢でお告げが
おうごん にゆうこう もつやく おく もの ささ かえ ゆめ

あったので、別の道を通って自分たちの国へ帰って行った。
べつ みち とお じ ぶん くに かえ い

献 金 クリスマスの恵みに感謝をして、ご用意のある方は入り口で献金をおささげください。

本日ささげられました献金は、多くの方々とクリスマスの喜びを分かち合うために

以下のところに全額ささげます。

☆「広島夜回りの会」

・広島市内で野宿生活を強いられている人々への炊き出しなどの支援を行っています。

☆「障害者自活アパート『亀の里』」

・障害があっても普通に暮らせる社会活動の手助けを目的にたてられたアパートです。

☆日本基督教団部落解放センター

・私たちが属する日本基督教団において部落差別をはじめ、あらゆる差別をなくし、すべての人が平

等に、共に生きていける教会、社会をつくるために活動しています。

讃美歌２１ ２６４「きよしこの夜」

祝祷

後奏 《あなたがわたしに力を与えてくれる》 によるメディテーション (即興)

退堂 司式者がご案内いたします。ご案内に従って退堂ください。
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佐々木有紀 (メゾ・ソプラノ)

エリザベト音楽大学修士課程を首席で修了。飯塚新人音楽コンクール入選。さわかみオペラ芸術振興財団イタリ

ア留学助成金奨学生オーディション合格。

ひろしまオペラルネッサンスの本公演をはじめ、数々のオペラに出演する他、宗教曲のソリストとしても活動。

昨年はRCC「第九ひろしま」のアルトソロを務めた。

佐々木悠 (オルガン)

エリザベト音楽大学准教授。博士（音楽)。シュトゥットガルト音楽演劇大学留学。AISCGre主催グレゴリオ聖歌

セミナー修了。

2019年、2020年グレゴリオ聖歌研究により研究賞 (カワイサウンド、ロームミュージック) を受賞。

2021年3月には半世紀ぶりとなる日本人による研究書『言葉を歌う ー グレゴリオ聖歌セミオロジーとリズム解釈』

(教文館) を上梓。

広島流川教会のご案内

本日は、広島流川教会のクリスマス・イヴ礼拝にお集まりいただき、ご一緒にクリスマスの賛美歌を歌い、聖書の御言葉

に聞くことができ、感謝いたします。

私たちの教会では、新型コロナウイルス感染予防対策をとりながら、以下のような礼拝や集会を守っています。キリスト教

に興味のある方、聖書を楽しく学んでみたい方、いろいろな賛美歌を歌ってみたい方など、どなたでも参加できますので、ご遠

慮なくお集まりください。心からお待ちしています。 広島流川教会 牧師 向井希夫

主日(日曜)礼拝 毎日曜日午前１０時３０分～１１時３０分

賛美歌を歌い、聖書に聞き、静かに神さまへと心を向けるときです。

こどもの礼拝 毎日曜日午前９時３０分～１０時００分

子どもたちのための礼拝です。

聖書研究･祈祷会 第１，３水曜日午前１０時３０分～

皆さんで聖書を楽しく読み、学ぶときです。現在、旧約のサムエル記を進めます。

聖書入門講座 第１，３水曜日午後２時３０分～３時30分

ルカによる福音書を少しずつ読み進め、イエスさまの言葉、行い、従った人々の気持

ちに触れる時間です。

青年会 第2日曜日礼拝後 約1時間程度

青年（自称 青年）が集い、「イエスと共に歩む生活 はじめの一歩Q&A30」を少しず

つ読んでいます。みんなで自由に思いを出し合う場です。

その他、礼拝、諸集会予定は、「広島流川教会ホームページ」で随時お知らせいたします。

「広島流川教会」で検索ください。スマートホンにも対応しています。

ホームページ https://nagarekawa-church.com/

☆礼拝堂で結婚式などを行うこともできます。牧師までご相談ください。

問い合わせ先 ℡ 082-221-1813 Mail kyoukai@nagarekawa.net


